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それらは悪用された例を にすぎず、どんなもの も悪用される可能性は否定できないことから、それらは性愛や性行為を根本的に否定していることには らない、と。
 
しかし、そのような単純かつ消極的な理由でこの議論を終わらせ





































































































に止まらない たとえば「単」と「複」を二元論的立場において分離するという考え方自体が、モノガミー中心主義の上で一対一関係以外の関係の排除を助長している点がある。 さらには、 「愛して る」という感情と、 「愛していない」 という感情を排中律的に らえると、愛に種類や程度を一切認めないことになってしまい、まさに性愛が画一化されたものとなってしまう恐れがある、と。
 
三つ目は、多元論的立場。既に述べた二つと比べ大きく異なり、

















いう表現を用いるの 適切でなさそうである。たとえば「性行為を素敵なものだと感じ、それに喜びを感じることのできる人」のようにより広く定義を構えたとしても、本書における一貫し 考 には矛盾しないだろう。
 
もう一つは、性別を二値論的にとらえずに、性の区別を否定した
上で性愛感情を抱くことがありえるのかという問題。第四章で 述べられていたように、著者らは性の区別として男性性と女性性の二つしか存在しないこと 否定し、個々人のセクシュアリティは、そのものとして認められるべきだと 立場 と 。と 言
うものの









































男性と一人の女性をペアとしたとき み婚姻関係を認める 。広 には一対一関係において結ばれる恋愛、性愛 。詳 注１を参照。
 
  
                       
